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注 3）	 序 -5-1、序 -5-2 で、詳細に記述している。
注 4）	 序 -5-3 で、詳細に記述している。




注 6）	 参考文献 3) において、「初期江戸の都市造形は、慶長年間まで確実に緊張充実していた武家の造形精神のピークの一表現として把
握することができよう。」と述べられている。




注 8）	 参考文献 2),	p.7 において、「周囲の山には寺院や神社などの宗教施設や信仰の対象が置かれていて、それと一体としての精神的な
意味の演出、あるいはご神体そのものとしての山や「磐座」などへの信仰軸が演出されたものもあろう。」と述べられている。
注 9）	 参考文献 2),	p.204 において、「第二は、地形条件との自然な応答という点である。山裾の扇状地に城下町が町割りされれば山から
流れる河川や地下を流れる伏流水、地下水脈は山頂からまっすぐ城下町へ向かって下ってくる。それに直交して等高線があり、山頂
への軸を町割りに用いればこれらと合理的な関係に当然なる。」と述べられている。
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　第 1章「GIS を用いた江戸末期の山当ての検証方法」では、GIS を用いて江戸末期の街路と見通しの対象と
なる山（以下、「対象山」）との位置関係を検証するために、江戸末期の都市構成を地籍調査に基づく地籍図を
















































一族が信仰した山岳や磐座と、1) 骨格街路位置、2) 主要施設配置、3) 南部一族の信仰寺院配置、という空間
構成との関係を分析する。
　以上を踏まえ、第 6章「現代都市設計・計画における山当ての継承の検証」では、近世城下町を基盤として
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力：②で変換したシェープファイルを GIS ソフト（ArcGIS 等）で開く（必要に応じて、任意の座標系に変換す
る）。④範囲の特定：③で開いた 10ｍメッシュのシェープファイルを、概ね地形学上の任意の山頂から視点場














である。これは、法務局に備え付けの公図 ( 旧土地台帳附属地図 ) を基盤として地籍調査の結果を記述した図
である。公図に記載の街路構成が赤色	( 以下、「赤道」) で示されており、公図の作成年代以降、市が買収して














































注 1）	 国土地理院	,	基盤地図情報ダウンロードサービス、( オンラインデータベース )、入手先	＜ http://fgd.gsi.go.jp/download/ ＞、（参
照 2015-09-23）。トップページから認証後、ファイル選択画面で「基盤地図情報数値標高モデル」を選択し、「種類」から「10mメッ
シュ」を、「エリア」から対象地域を選択する。
注 2）	 コンピュータ・グラフィックスにより実際の地形を映像として再現した地形透視図（カシミール 3D＜ http://www.kashmir3d.
com/（参照 2015-09-23 ＞）を用いて山頂の可視範囲を求め、視点場がその範囲に在ることを確認する。
注 3）	 山頂からの距離、特定の基準標高より高い範囲を指定する方法等がある。












し、村上市遺跡整備室には、「村上更正図 ( 村上町・本町分 )
(S=1/1200)」が存在し、旧城下域の図面の多くには明治 4
年の注記がある。中には、修正が加えられたものも存在す







注 6）	 参考文献 2)、	pp.52 〜 53 を参照。








1）	 佐藤甚次郎：明治期作成の地籍図 ,	古今書院 ,	1986
2）	 村上市：村上市史別編絵図・地図、年表 ,	村上市 ,	2000　
付図 1-1　村上更正図 (S=1/1200) 一部
〈村上市遺跡整備室蔵〉
付図 1-2　内藤信民城主時代の絵図と公図との比較







































































軸型が 8本、ずれ型が 4本、ゆらぎ型が 54本、曲折眺望型が 10本となった。また、山頂は下渡山山頂と付
近の 2つのピーク、臥牛山に配置された天守及び 4つの櫓注 4)、山居山山頂と付近の 2つのピーク、鷲ヶ巣山、














軸型においては、表 2-3-1 で示したように、s-e 間



















注 ) 軸型の No は図 3-3-1、ずれ型の No は図 3-3-2 と対応
10 2 3 4
ライン間角度（°）














































189.50 -21.27 -21.53 0.260
13.34 天守 13.64 -0.304
13.50 虚空蔵山 13.41 0.091










179.04 -75.39 出櫓 -74.83 -0.551
763.25 7.47 下渡山 2.77 4.704
774.78 7.44 4.48 2.952
113.65 71.78 天守 72.88 -1.103
























①	 仰角がライン間角度の数値を上回っており、2.5°以上 20.0°未満であること。尚、この中で特に仰角 4.0°
以上となる山を、日常的に視認される山とする。

































下町に典型的な構成になっている。街道沿いに形成された町人地は 24間と 32 間というふたつのモデュール
により街区が構成されている。また、街道の屈曲点や寺社などの主要な基準点は、城郭から 24間の整数倍を
半径とする同心円上に配置されている。」注 13)と述べられている。出石は、「大手道と内堀に面した桝形広場を
基点として同心円上に寺社、桝形広場が配置されている。基点から半径 150 間（30 間× 5、約 275m）の円
上には、出石城天守とふたつの桝形が位置する。また、半径 270 間（30 間× 9、約 495m）の円上には経王
寺、見性寺、宗鏡寺の 3つの大寺院が重なる。特に経王寺と見性寺は櫓を持ち、城塞のような城下町の守りの
要をなす寺院である。次に町割りについて見ると、八木町通り沿いの町人地は東西南北に沿ったグリッドによ
り構成されている。このグリッドは南北が街路 3間（約 5.5m）、街区 30間（約 55m）、東西が街路 3間、街


















































①	 仰角が山頂ラインの数値を上回っており、2.5°以上 20.0°未満であること。尚、この中で特に仰角 4.0°以
上となる山を、日常的に視認される山とする。


















注 1）	 仰角の算出方法を以下に示す。まず、藩政末期〜明治初期に存在した町家の軒及び棟の高さと、道からの水平距離を、参考文献 1)
より測定し、計 7戸の平均値、軒：高さ 4500mm、水平距離 0mm、棟：高さ 6700mm、水平距離 6700mm、を得た。これを藩政
末期〜明治初期に存在した一般的な町家の寸法とした。次に、街路中心点を a、山頂を P、とし、aと Pを結ぶ山頂ラインが軒と交わ
る点を T、棟と交わる点をUとする。最後に、国土地理院発行の「数値標高モデル JPGIS(GML) 形式 5mメッシュ」から a、T、Uそ
れぞれの最近傍点の数値を読み取り、aは視線高さ 1500mmを、Tは軒高さ 4500mm、Uは棟高さ 6700mmを足し合わせて標高と
する。
　　　(1) 山頂 Pへの仰角β P（°) ＝ tan-1｛a-P 間標高差 (m)/a-P 間距離 (m)｝
　　　(2) 軒 Tへの仰角β T(°) ＝ tan-1｛a-T 間標高差 (m)/a-T 間距離 (m)｝




注 3）	 非直線見通し街路で湾曲が急な場合、s-e 間距離が短く、始点〈s〉から終点〈e〉まで山頂がずれることなく正面に見通される街
路も存在する。しかし、これらにおいても、移動する際、正面の範囲内で山頂位置が大きく変化して見通されるため、ゆらぎ型に分
類する。













注 7）	 参考文献 5)、p.62 より引用。
注 8）	 例えば、対象都市の一つである盛岡においては、中央通りなどが該当する。本研究では、これらの街路を分析対象から除外した。




注 10）	 参考文献 6)、p.78 より引用。
注 11）	 参考文献 6)、p.90 より引用。
注 12）	 参考文献 6)、p.112 より引用。
注 13）	 参考文献 6)、p.128 より引用。
注 14）	 参考文献 6)、p.160 より引用。
注 15）	 参考文献 6)、p.162 より引用。
注 16）	 参考文献 6)、p.184、図版を参照。
注 17）	 参考文献 6)、p.186 より引用。
注 18）	 参考文献 6)、p.119 より引用。
注 19）	 参考文献 6)、p.136 より引用。　
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　城下の北に位置する、なだらかな山容の山で、山頂 ( 標高 237.8m) の他に下渡山 ( 西 a)( 標高 242.6m) と下































山頂 ( 標高 418.8m) に祀られる奥院薬師如来は、
山居山
山居山 ( 東 a)
山居山 ( 東 b)
下渡山 ( 西 a)


























とがわかる。注 5)鷹取山を対象山とする見通し街路は計 4本で、これらの街路の始点〈s〉からの仰角は 5.014
°から 6.669°の範囲にある。
6) 虚空蔵山









　第一に、ArcGIS の 3DAnalyst ツールを用いて、5mメッシュの標高データから傾斜角を計測した。第二に、
村上の城下域で、坂と名のつく街路を特定し、注 8)傾斜角と比較したところ、全て 2.0°以上の傾斜角を持つ地
形上に位置していることがわかった。そこで、2.0°以上を傾斜地とし、特に 3.0°以上を急傾斜地とした。それ




　ここでは、見通し街路の 4類型 ( 軸型、ずれ型、ゆらぎ型、曲折眺望型 ) ごとに、3つの分析軸 ( 街路の立






の枡形に接続している。1dは街道上で枡形に接続している。また、1e 及び 1f は庚申堂通りと呼ばれる庚申堂
の参道であり、1g は護摩堂通りと呼ばれる護摩堂の参道である。1h は等覚寺の正面へ接続する街路である。
1a、1b、1c、1g が山居山 ( 東 a)、1d が鷹取山、1e が虚空蔵山、1f が天守、1hが出櫓を見通す。また、庚申
堂は城下の鬼門鎮護を目的に片町口に移築されており、注 10)1e で鬼門鎮護の神が祀られる虚空蔵山との信仰上
の関係が確認された。また、ライン間角度を計測したところ、s-e間距離100m以下の2本の見通し街路で1.524



















　3f 〜 3h は城下の中心となる東西の街道軸に位置し、職人の居住区を含んだ町人地が連なる。これらは、微
高地の形状に適合するように配置されている。肴町口から順に、山居山 ( 東 b)、鷲ヶ巣山中岳、四ツ門を見通す。
　残りの 46 本は、地形変化の激しい城下縁辺部に位置しており、内 37 本に微地形との関係が確認できる。
4a 〜 4y の街路は、微地形に沿って湾曲する街路の一部で山頂を見通す。4a、4b は門前川の河川堤防、4c〜
4q は、微高地沿いの急傾斜地、4r 〜 4y は、微高地に挟まれた窪地、に沿ってそれぞれ屈曲している。これ
60　　　第３章　街路の立地条件と山当ての景観構造との関係　村上を対象として
らは東に位置する鷲ヶ巣山、臥牛山を見通す。一方、5a 〜 5l は、傾斜地を通過する街路の一部に位置する。
5d、5e、5k を除き、全て傾斜地に隣接する微高地に位置しており、周囲へ景観が開ける場所で山頂を見通す。

























































注 1）	 参考文献 1),	p.25 を参照。
注 2）	 参考文献 2),	pp.10 〜 17 を参照。
注 3）	 参考文献 3),	p.246 を参照。
注 4）	 参考文献 4),	p.283 を参照。
注 5）	 同上 ,	pp.290 〜 292 を参照。
注 6）	 参考文献 5),	p.51 を参照。
注 7）	 三角点座標や山頂座標が設定されておらず、地域で共通の呼称もない、名称が不明な山を「名称不明山」と称する。
注 8）	 参考文献 6),	p.57 を参照。
注 9）	 ①街道や大手道といった主要街路との位置関係、②城門や社寺といった構築物との位置関係、③土地利用及び城下の中心部か縁辺
部かの違い、④街路の名称や城下域での位置付け、の 4点から特定を行った。
注 10）	 参考文献 4),	p.325 を参照。
注 11）	 ゆらぎ型見通し街路においては、全ての街路中心視点場から、山頂を正面に見通すか、ずれて見通すかを確認した。ここでは特に、
連続して正面に見通す街路中心視点場の始点と終点を結ぶ線と、始点からの山頂ラインとの角度差をライン間角度として測定した。




1）	 村上市：村上市史別編絵図・地図、年表 ,	村上市 ,	2000
2）	 村上市・村上市教育委員会：越後村上城下町　伝統的建造物群保存対策調査報告書 , 村上市・村上市教育委員会 ,	1991
3）	 村上市：村上市史通史編 2近世 ,	村上市 ,	1999
4）	 村上市：村上市史民族編下巻 ,	村上市 ,	1990
5）	 村上市教育委員会：村上市史編さん資料第三号 ,	村上市教育委員会市史編さん室 ,	1987
6）	 西村幸夫：平成 14年度観光資源保護調査　村上の町家と町並み景観 ,	財団法人日本ナショナルトラスト ,	2003











































































































































S t e p  3



























































































































































注 1）	 明和７(1770) 年「羽州庄内鶴岡城下絵図」を参照。
注 2）	 文政 7(1824) 年「羽州庄内鶴ヶ岡絵図」を参照。
注 3）	 文政 12(1829) 年「鶴岡城下絵図」（鶴岡市郷土資料館蔵）を参照。
注 4）	 天保 12(1841) 年「鶴城下絵図」（鶴岡市郷土資料館蔵）を参照。
注 5）	 嘉永５(1852) 年「出羽鶴岡城下絵図」を参照。
注 6）	 安政年間 (1854-60)「鶴岡城下絵図」（鶴岡市郷土資料館蔵）を参照。
注 7）	 城下絵図はすべて、町割の記載はあるが、地割については武家地寺社地のみで記載されており、町人地には記載されていない。
注 8）	 鶴岡市郷土資料館資料整理専門員ヒアリング（2015 年 9月 29日）による。
注 9）	 大正 3(1914) 年「非常用水路図」を参照。
注 10）	 微地形は、国土地理院の基盤地図情報数値標高モデルから取得し、GIS により、1mメッシュで取り出した。
注 11）	 参考文献 2) を参照。
注 12）	 参考文献 2) 及び、文政 2(1819) 年「鶴岡城下絵図」、文政 7(1824) 年「羽州庄内鶴ヶ岡絵図」を参照。
注 13）	 明和７(1770) 年「羽州庄内鶴岡城下絵図」参照。
注 14）	 参考文献 2) 及び、「御普請方控え」（鶴岡市立図書館蔵）を参照。
注 15）	 大正 3(1914) 年「非常用水路図」の矢印から特定した。
注 16）	 常念寺住職ヒアリング（2015 年 10 月 2日）による。
注 17）	 山王商店街	三谷時計店	店主ヒアリング（2015 年 10 月 15日）、「荒町井戸組合規約」を参照。
注 18）	 同上のヒアリングによる。
注 19）	「酒井家世紀　七、八合本」を参照。
注 20）	 参考文献 2) を参照。
注 21）	「御普請方控」を参照。


















































































与えられ、八戸藩が成立した。八戸城下の中心部は 1628 〜 29 年にかけて、二代目藩主・南部利直によって





























































































































































　外堀の内側に位置する城下中心部では、軸型が 9本、ずれ型が 16本、ゆらぎ型が 4本、曲折眺望型が 2本
確認された。この中で、1i を除いた軸型（1a 〜 1h）とゆらぎ型（3a 〜 3d）は、大手道や街道上、堀に隣接
する街路、武家屋敷及び町屋の正面に面するメインストリート、といった城下の骨格となる街路で確認されて
いる。
　内堀の内側に位置する 1a は大手道であり、鬼門鎮護の愛宕堂が位置する愛宕山をライン間角度 0.537°で見
通し、街路中心線の延長線上に、築城時に出土し、三戸南部氏の信仰を集めた烏帽子岩が位置している。1b
〜 1e は、ライン間角度 0.043°〜 0.660°で全て丸森を見通す。1f、1g は、ライン間角度 0.174°〜 0.804°で









　外堀外部の城下縁辺部では、軸型が 7本、ずれ型が 9本、ゆらぎ型が 17本確認された。
　平坦地に位置する街道や、町人地・武家地のメインストリート、堀沿いの街路、盛岡総鎮守の盛岡八幡宮の
参道など、城下の骨格となる街路では、軸型（1j 〜 1m）や、大部分を正面に見通すゆらぎ型（3f 〜 3j）が顕
著に確認される。また、そのほとんどが、南昌山、箱ヶ森山、早池峰山など、信仰対象山を見通している。奥



















　北西 - 南東方向の街路の多くは、軸型（1a）、ゆらぎ型（3a 〜 3c）の見通し街路であり、これらは互いに平
行関係になく、信仰対象山である階上岳をそれぞれ見通す。3a 〜 3c は武家地、寺社地では傾斜に関わらず正
面に見通しているが、町人地では傾斜を避けることでずれて見通し、平坦地では正面に見通す。3a は、大手
道上に位置している。周辺街路の多くは、3c に平行直交しており、ずれ型の見通し街路（2a 〜 2d）が顕著に































































注 1）	 参考文献 1)、p.48 より、南部光行の糠部入部以降、三戸南部氏は近世まで南部地域に拠点を構え続けたことがわかる。
注 2）	 山岳、磐座に対する信仰については、5-2 で詳細に記述している。	
注 3）	 参考文献 2) 冒頭では、盛岡において、山頂を基軸として町割りが行われたことが示されている。
注 4）	 5-2 で詳述するように、城下には、烏帽子岩、三ツ石、徳戸部石の三つの磐座が位置しており、烏帽子岩に関しては、「史跡盛岡
城跡植生調査図 (S=1/500)」を ArcGIS の座標上に重ね合わせ、正確な位置の復元を行った。三ツ石、徳戸部石に関しては、正確な位
置を示す資料がなかった。このため、現存する三ツ石は、現地調査と神社との位置関係から、おおよその位置を特定した。徳戸部石
は現存しないため、「元文盛岡城下図」（元文年間）を参考に、街路との関係からおおよその位置を特定した。
注 5）	 国土地理院発行「基盤地図 (1/2500)」の建物データを用いて、寺院の位置を特定した。廃寺となった八戸の豊山寺のみ、「文久改
正　八戸御城下畧圖」と比較し、推定される敷地から特定を行った。盛岡の北山寺町に位置する法華寺、源勝寺については、移転前
に光臺寺に隣接していたことが参考文献 3)、p.108,p.112 に記載されていることから、推定の移転前位置を特定している。
注 6）	 参考文献 4)、p.22 に、「八戸町の起源について、八戸藩の伝承を記録した『附録伝』は、寛永四（一六二七）年の根城南部氏の遠
野転封後、盛岡藩主南部利直の手によって八戸城の築城と町づくりが行われたと伝える。」と述べられている。
注 7）	 参考文献 1),4),5) を用いて、研究対象地の概要を整理した。






注 9）	 参考文献 6)、p.53 に、早池峰山は、「山の神として広く内陸農山民の信仰をあつめてきた」と述べられている。
注 10）	 参考文献 3)、p.99 に、「二九代・重信公が盛岡に移ったとき、東禅寺も現在地に移転し（一六三三年）、二四〇石を供されて、名
刹の盛岡五山に名をつらねました」と述べられている。
注 11）	 参考文献 7)、p.384 に、「稗貫妙泉寺は、既に三戸南部氏が盛岡に移転した当時、城下に宿寺を建て藩に取り入っており」と述べ
られている。
注 12）	 参考文献 6)、p.27 に、「南昌山の山の神は青竜であり、祗陀寺の池からこの山に登った故に水神としての信仰が地元民にある。」
と述べられている。
注 13）	 参考文献 6)、p.26 に、「青龍大権現は祗陀寺にいつき奉る」と述べられている。
注 14）	 参考文献 3)、p.62 に、「盛岡城の築城に伴って再度移転し、またも、岩にゆかりのある現在地になりました。それは、いまも裏側
にある三ツ石神社を管理させようという意図を含むものでした」と述べられている。
注 15）	 参考文献 8)、p111 より、中世より徳戸部石に隣接する寺院が南部一族の庇護を受けていたことがわかる。







注 18）	 参考文献 9)、p.275 に、「開基以来、盛岡旧南部藩公の信仰により、戸来地行主戸来家が、代参奉幣し三嶽神社の奉額がある。」と
述べられている。
注 19）	 参考文献 10)、p.704 に、「八戸御城下一帯を統率していたのが常泉院で、各村々に山伏のいたことが記録に残っている。」と述べ
られている。
注 20）	 参考文献 11)、p.652 に、長谷寺は、「名久井岳の北西の中腹にあり、山号を蓮台山とする真言宗の寺院である。」と述べられており、
p.659 に、「旧長谷寺が盛岡へ移った」と述べられている。
注 21）	 盛岡においては、参考文献 12),13),14),15) を用い、八戸においては、参考文献 5),16) を用いた。
注 22）	 いずれかの情報が不明な寺院は、盛岡で八ヶ寺あり、早池峰山を祀った遠野妙泉寺と稗貫妙泉寺、信仰対象山である名久井岳より
移転した長谷寺などが含まれる。八戸では領内十ヶ寺に数えられる松舘大慈寺、対泉院が城下域外に位置しているため、対象外とした。
注 23）	 領内十ヶ寺は、参考文献 12)、p.87 より、「藩では領内寺院の中でも寺格が高い寺院を、宗派に係らず「領内十ヶ寺」と定め、こ
れらの寺には藩から所領や禄が与えられ」た寺院のことを示す。
注 24）	 参考文献 16)、p.87 から、領内十ヶ寺の内、南宗寺、豊山寺、法光寺、禅源寺、本寿寺、の五ヶ寺が内五ヶ寺と呼ばれた。
注 25）	 参考文献 3)、p.80 に、「徳玄寺の紋は南部家と同じ九曜付き向かい鶴です。ここから、古くから南部氏とかかわりがあったと推察
されます。」と述べられている。
注 26）	 参考文献 7)、p.347 に、「中世の早池峰の信仰を管理していたのは実質的に東禅寺であった」と述べられている。
注 27）	 参考文献 3)、p.18 に、「南部利直の家臣・河村一夕斎の帰依（開基）を得、諸人の協力を得て復興」したことが述べられている。
注 28）	 根上南部氏は、宗家である三戸南部氏の支族である。
注 29）	 参考文献 17) より、以下のことがわかる。根城南部氏の居城である根城は、1334 年に南部師行によって建設された。その後、根
城南部氏は三戸南部氏の配下となり、1627 年、盛岡藩の命により八戸の根城から遠野の鍋倉城へ支配地域が変更となった。
注 30）	 参考文献 5)、p.508 より、豊山寺を根城跡から八戸城の北東隅に移転させ、鬼門鎮護を目的として配置したことがわかる。
注 31）	 ①街道や大手道といった主要街路との位置関係、②城門や社寺といった構築物との位置関係、③土地利用及び城下の中心部か縁辺
部かの違い、④街路の名称や城下域での位置付け、の 4点から街路の立地条件を特定する。
注 32）	 街路中心線の角度を測定し、誤差 1°以内で平行、直交の関係にある街路を特定した。





1）	 三戸町史編集委員会：三戸町史	上巻 ,	三戸町 ,	1997
2）	 吉田義昭、及川和哉，図説　盛岡四百年　上巻，郷土文化研究会 ,	1985
3）	 テレビ岩手開発センター企画：いわてのお寺さん	盛岡とその周辺 ,	テレビ岩手 ,	2003
4）	 三浦忠司：八戸藩の歴史をたずねて	−八戸藩領をあるく	東京散歩 ,	荒瀬潔 ,	2013
5）	 八戸市史編纂委員会：八戸市史	通史編Ⅱ	近世 ,	八戸市 ,	2013
6）	 小形伸夫：盛岡の山と民族 ,	盛岡市教育委員会 ,	1993
7）	 遠野市史編集委員会：遠野市史	第一巻 ,	遠野市 ,	1974
8）	 盛岡市史編纂委員会：盛岡市史　第二分冊　中世期 ,	盛岡市役所 ,	1951
9）	 新郷村史編纂委員会：新郷村史 ,	新郷村 ,	1989
10）	 正部家奨：階上村誌 ,	階上村教育委員会 ,1977




15）	 岩手県神社庁：岩手県神社名鑑 ,	岩手県神社庁 ,	1988
16）	 八戸市博物館：はちのへのお寺さん , 八戸市博物館 ,	2009

































































































































































































































Ⅳ b：2) と連動して 4) を行う都市
　水戸、松江、柳川の計 3都市が該当する。いずれの都市も堀、水路が保全され、水路沿いの町並み整備が合
わせて行われている。
Ⅳ c：2) と連動して 3) 及び 4) を行う都市
　鶴岡、松本、金沢、郡上八幡、萩の計 5都市が該当する。
　Ⅳに該当する都市の中で、特に、特定の街路上で、周辺山岳への眺望保全と町並み整備を連動して行う都市は、















































10.2% であった。その他、の回答が 24.5% で一定数存在し、自由回答欄では、今後、他施策と関係づけながら
89.8(44)





































































































































































　Ⅰ b、Ⅳの都市においては、半数以上で景観保全が最優先であると回答している。特に、Ⅳ bの 100.0%、
Ⅳ cの 80.0% の都市が景観保全を最優先であると回答しており、優先度が高いことがわかる。一方、景観保全




















































































































　第 1章「GIS を用いた江戸末期の山当ての検証方法」では、GIS を用いて江戸末期の街路と見通しの対象と














見通しと街路形状の関係から、直線街路の正面に山頂を象徴的に見通す「軸型見通し街路 ( 軸型 )」、直線街路
沿いの町並みを越えて借景的に山頂を見通す「ずれ型見通し街路 ( ずれ型 )」、非直線街路上で正面に見通す視
点場とずれて見通す視点場があり、移動に伴い山頂位置が変化する「ゆらぎ型見通し街路 ( ゆらぎ型 )」、直角
的な屈曲のある鍵型街路において、屈曲の先で山頂を見通す「曲折眺望型見通し街路 ( 曲折眺望型 )」の 4類
型を抽出した。これを踏まえ、現代の街路構成を示す国土地理院発行の基盤地図 ( 精度 1/2500）や、自治体

































































































































































































　図 6-3-1　町並み整備と都市秩序関連景観の保全との関係から見た都市の 7類型 (1)
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